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概要

名 称

本店所在地

電 話 番 号

Ｆ Ａ Ｘ

Ｕ Ｒ Ｌ

Ｅ - m a i l

結城信用金庫

〒307－8601
茨城県結城市大字結城557番地

0296－32－2110

0296－33－0414

http://www.shinkin.co.jp/yuki/

yukisb@intio.or.jp

創 立

純 資 産

会 員 数

役 職 員 数

店 舗 数

明治35年5月26日

191億6百万円

38,718人

302人

24店舗

（平成28年3月31日現在）

沿革

産業組合法に基づき、無限責任「結城融
通信用組合」設立

無限責任「結城信用組合」に名称変更

市街地信用組合法に基づき「結城信用
組合」に改組

関城支店開設（支店第1号）

信用金庫法に基づき信用金庫に改組
「結城信用金庫」に改称

預金100億円達成

本店新築移転

日本銀行と当座取引開始

日本銀行歳入代理店認可

両替商業務取扱開始

信金東京共同事務センターに加入

国債等の窓口販売業務取扱開始

預金１,０００億円達成

I-NETに加盟、キャッシュサービス開始

預金２,０００億円達成

本店別館新築

テレホンバンキング取扱開始

明治35年 5月

大正 5年 11月

昭和 18年 7月

〃 25年 5月

〃 26年10月

〃 45年12月

〃 46年 9月

〃 48年12月

〃 49年 11月

〃 56年 3月

〃 56年10月

〃 58年10月

〃 59年12月

平成 元年 1月

〃 3年12月

〃

〃

9年 4月

ホームページ開設

デビットカードサービス取扱開始

守谷支店開設（営業店舗22か店となる）

しんきんATMゼロネットサービス取扱開始

スポーツ振興くじ（toto）払戻し業務取扱開始

保険商品等の窓口販売業務取扱開始

休日ローン相談業務取扱開始

結城信用金庫創立100周年

創立100周年記念式典挙行

投資信託の窓口販売業務取扱開始

預金3,000億円達成

WEBバンキング取扱開始

友部支店開設（営業店舗23か店となる）

茨城エコ事業所（AAA・L）登録

関城支店移転新築

県外初となる小山城南支店開設（営業店
舗24か店となる）

「結城信金でんさいサービス」取扱開始

日本政策金融公庫と業務連携の覚書締結

茨城県がん検診受診向上企業連携プロジェクト協定締結

平成12年 2月

〃 12年 3月

〃 12年 3月

〃 12年12月

〃 13年 3月

〃 13年 4月

〃 13年 5月

〃 14年 5月

〃 14年 9月

〃 16年 7月

〃 17年12月

〃 18年 2月

〃 19年 4月

〃 20年 11月

〃 24年 3月

〃 24年 9月

〃 27年 2月

〃 28年 1月

〃 25年 2月

営業地区

茨 城 県

●結城市
●下妻市
●水戸市
●取手市
●桜川市
●結城郡

●筑西市
●常総市
●坂東市
●守谷市
●石岡市
●猿島郡

●古河市
●笠間市
●つくば市
●常陸大宮市
●つくばみらい市
●東茨城郡城里町

栃 木 県

●小山市
●真岡市

●下野市
●下都賀郡野木町

千 葉 県

●野田市

埼 玉 県

●加須市の一部（旧北川辺町のみ）

（平成28年3月31日現在）

　当金庫が明治35年5月の創立以来、一貫して目指してきたものは「地域に密着し、地域の皆さまとともに地域社会
の発展と繁栄のために貢献し、地域の皆さまに信頼される結城信用金庫」であります。
　地域のお客さま一人ひとりと結城信用金庫そして金庫役職員が相互扶助の精神で“こころをひとつ”にして、地域の
皆さまにきめ細かなサービスを提供することを考え日常業務に励んでおります。

地域金融機関である事を誇りとし、真に愛され信頼される金庫となり
地域産業の振興に貢献します。

金融業務の公共性を自覚し、常に研鑽を積み堅実なる経営を以て
信用の維持に努めます。

金庫の繁栄と共に役職員の生活向上を図り、
安定にして幸福なる職場たらしめます。

金融機関の経営はいたずらに業容の拡大に走ることなく、
量と質のバランスを考慮し常に健全経営に徹します。

資産の健全性確保と信頼の向上に努めます。

収益体質の強化とリスク管理の徹底に努めます。

社会的資産である人材の育成に努めます。

　社会･経済システムの転換期を迎え、金融機関を取り巻く環境も大きく変化しており、「経営の健全性の維持･向上」
および「お客さま満足度の向上」の両立が最も重要な経営課題となっております。
　当金庫は、役職員一人ひとりが地域社会の一員であることを認識し、地域社会の持続的発展に向けて、自己の果た
すべき役割を全うしてまいります。
　そして、地域に根ざした「ユーシン」として、地域の皆さまとともに地域社会のさらなる発展を目指してまいります。

　平成27年度は、地域金融機関として地域社会の持続的発展のため、地域社会とスクラムを組んで総合的な「好循
環」に向けた施策に取組み、将来的に持続可能なビジネスモデルを構築することで、安定的な経営基盤の維持を図る
ことを目指して策定した新３か年計画“ユーシン「スクラム強化」２０１５”をスタートさせた年度でした。同計画では
①コンプライアンス態勢の強化②営業基盤の強化③顧客ニーズに応える経営への取組み④環境問題や社会貢献活
動への取組み⑤内部管理態勢の強化⑥リスク管理態勢の充実⑦組織力・人材力の強化の７項目を課題として掲げ、
重点的に取組んでまいりました。
　特に、当金庫がお客様からの信頼を確保し安定的な経営を維持していくためには、コンプライアンス重視の企業
風土の醸成が必要不可欠であるとの認識の下、「コンプライアンス態勢の強化」を経営の最重要課題として取組んで
まいりました。

［基本方針］

11年10月
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